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・Akihiko Sato, 2017,“Discourse Analysis of Drug-Induced Sufferings in Japan”, Joint Session of RC 15
and RC 25“Languages of Victims : Toward Advocating Contemporary Social Sufferings”, ISA

























































































佐藤哲彦“Discourse Analysis of Drug-induced Sufferings in Japan”、19th ISA World Congress of Soci-
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日時：2019年 2月 15日（金）16 : 00～18 : 00





















日時：2018年 6月 13日（水）13 : 30～15 : 00




日時：2018年 10月 9日（火）17 : 00～18 : 30
講師：竹沢 尚一郎 氏（国立民族学博物館 名誉教授／フランス社会科学高等研究院フェロー）
題目：アグリビジネスから食の民主主義へ－今日のフランスの食と農
会場：先端社会研究所 セミナールーム
関西学院大学 先端社会研究所紀要 第 16号
118
第 3回先端研セミナー
日時：2018年 11月 20日（火）13 : 30～16 : 40




日時：2018年 12月 19日（水）16 : 50～18 : 20
講師：白波瀬 達也 氏（桃山学院大学社会学部 准教授）
聞き手：鈴木 謙介（先端社会研究所 副所長）
題目：学生時代に何を学ぶべきか－フィールドと教室のはざまから
会場：先端社会研究所 セミナールーム
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